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黒潮親潮移行域周辺 に おけ る ス ル メ イ カ幼体 の分布
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　　 The 　distribudon　pattern　of　juvenile　Japa黜ユese 　com1 τ〕on 　squid ，　Todaノη4ayヵα硬力‘
』
u．s’，　in　the　Kuros

．
hlo−Oyashio

しransit ．i〔）n　rcgion 　was 　investiLgaLed　il119．　9，1−1996 ．　The 　investigation　was 　carried 　out 　ill　the　ol鳥1．10re 　area 　o．1
’
Boso−

Joball　districts　ev 〔／1
’
Y　April．　Thc 　juvenilc　squids 　of　5−351．rユln （in　dorsal　mallt ．le　length：mainly 　7−1．5　mm 〕 were

caught 　with 　21u　ring −
1〕lankton−nct （luesh 　size　31um ｝．Thc　rcsearch 　arca 　was 　divided　inしo　four　sub −arcas 　by　t．hc

hydrographical　collditiolls 　nalucly ，　Oyashio　area ，　Cold　wa しer 　arca ，1・iiarln　water 　arca ，and 　Kuroshio　allea，The 　dis−

tribution　pat．［．erns 　o］1　juvcnile　squids 　w，crc 　comparcd 　among 〔．hese　four　wa しer　areas ．　JuverLiles　occurrcd 　dominantly

in　the　IVarrn　wa しer　area ，　ln　t．hc　oしher　areas ，　luvcnilc　densit．y　was 　rcla しively　low，　High　density　occurrences 　of

juveniles　were 　recognized 　around 　the　fr〔mtal 　area ．　Diffbrences　ill　the　distribution　patL．crl】．　amollg 　size　classcs 　were

no τ recogllized ．　The 　distributi〔m 　pat 亡ern 　of　juvenile　squids 　might 　be　due　to　passivc しranspor しby しhe　occan 　current ，

The 　warm 　water 　ar
．
ea　where 　many 　juvenile　were 　distributed［s　a　warm 　water 　area 〔〕f　more 　than　l〔〕℃ at　iDO　Iu

depth　a1ユd　corresp （）11ds　to　tlle　area 　witll　high　biomass　of　zoo1 ）lallkt〔m ．　The　1）assive 　systern 〔〕f　transfering　juveniles
illto　this　area 　influences　the　survival 　a［1d　gro−

’th　for　later　juvenile　stages ．
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　北 海道 ・東北 太 平 洋 沿 岸域 で 漁 獲さ れ る ス ル メ イ カ

は ，ゴ三に 本邦南
．
西 海 域 で 冬季 に 発生 し，黒潮に よ っ て 北

方海域へ 移 送 さ れ て 成長 した 後，北海道 ・東北 沿．岸域 に

来遊す る と推定 され て い る。1．2 ：

太平 1：
11i
沿岸 で の ス ル

．
メ ．イ

カ 漁獲量 は，1960 年・代に 30 万 卜
．
ン を越 え る 水 準に あ ．．．．，

た が ，1970 年．代 か ら 198〔〕午代半 ば ま で の 間は 数 万 i・

ン 以 「
・．
の 水準 ｝．．二 まで 減少 し た t．、1980年代後半 か ら は増

加順 向に 転 じ，1996 年．に は 27 万 卜
．
ン ま で 囘 復 し た が ，

1998 年 の 漁 獲量 の 激 滅 ｝こ 見 られ る よ ラ に ，資 源 水環iは

近 年．も人 き く変 動 して い る。：S：；こ の 資 源 水 準 の 変 動 を 引

き起 こ す．要「天1，1二して ，漁 業 に よる1畳乗叮漁 獲 や 気候 変 化 ｝二

伴 う再 生．産 環境 の 変 化 な ど諸
．
説 あ る が ，まだ 明 らか に は

さ れ て い な い 。4−71／

　 ス ル メ イカ と 同様 に ，太
1
陌 ！l側で 大 きな 資源変動が 確

認 さ れ て い る マ イ ワ シ で は ，加 入 前の 仔稚魚期 を 通 した

生残 率 の変化 が新規加 入 量 決定 に 大 きな影響 を及 ！・gして

い る こ とが報告 され て い る説
1
近年，こ の マ イワ ンや マ

サバ ，サ ン
．
マ な どの 多獲件浮魚．類 C7．：）生活史初期の 生息海

域 と して 黒潮親潮移行
．．
域 が li　H され て お り，こ れ ら浮魚

資源の 加 入量決定 の 場 ／．．！して 重要視 さ れ て い る 評 こ の

黒潮親潮移
．
行域 は ，黒潮続流 お よ び 親 ma　cil．）2 ．人海流 に

よ・
：．・て 形 成 さ れ，大 小 さ ま ざ ま な暖水 塊 や 暖 水 ・冷水 ス

ト リ
ー

マ
・一が 発生 し，海 況の 時 間 的 ・空 闘 的 変 動 が 大 き

い 海域 で あ る。廟

　 太 平 洋 を北 上 し北 海 道 ・．東北 沿 1雫域 に 来 遊 す る ス ル メ

イ カ も 幼 体朋 か ら 未成 体期 に 移 彳
．
f域

．
を通 過 す る た め ，Tl／

sTd
：81−154−91−9136 ．　 Fax ：81−154−91−9355 ．　 Eman ： mQriken ＠fra．af 膏c．gojp

／／
現 所 属 ： 東 南 ア ジア 漁 業 開 発 セ ン タ

ー．．
海 洋 水 盧 資 源 開 発 管

乙
珊 部 局 1：：Marine 　Fishery　Resources 　Dev ∈：1（，pment 　and 　ManagemenL 　DeparL−

　ment ，　The 　Southeas亡Asian　Fisheries ［）eveloprnent 　Cen亡er、　Kuala 　Terengga1 ユ u，　Malaysia ：3
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マ イワ シ な と と1司様に ，移行域 に お け る 生息環境 の 変化

が 資 源 変動 要 閃 の 一・
つ とな っ て い る可能性 が 推 測 さ れ

る。し か L ，樹 1域 周辺 海域 に t，．1け る ス ル メ イカ 幼 体の

研 究 報 告 は 少 な く，IZ・L り こ の 海域 に お け る ス ル メ イカ の

生 態 は 未 だ 不 明 な 点， 吻 く残 さ れ て い る、、そ こ で ，本 研

究 は ス ル メ イカ の 幼 体 期 か ら未 成 体 期 の 生息 域 と して 亜

要 な位 置 を 占め る と考 え ら れ る 黒潮親潮乖多行域 周 辺 で

の ，ス ル メ イカ 幼体の 分布 と水温 の 関係，また水 温 に よ

って 区 分 さ れ る 水 域 と幼 体 の 分 布 との 畑 志に 焦 点 を お

き、調 査 を実 施 した もの で あ る 。 な お，本報 告 で調 査 刻

象 と した 幼 体 とは，発 育段 階 区 分 で幼 体期 ⊥に柑 当 し，

ヒ レ 形 状，脚式 （脚 また は 腕 の 長 さ の 順 序 ） な ど が 不 定

形 で あ り，あ ま り遊 泳 力 を持 た な い とさ れ て い る。
1’L／

材料 お よ び方 法

　調査期間
・
海域　調査 は，北水 研所属 の 調査 船 北光 丸

〔466 トン ） を用 い て，1994 イ「4 月 11〜28 口，1995 年

4 月 11〜29 日，1996 年 4 月 12−一・30 日に 行 ・）た 。 調 査

海 域 は．房 総 半 島 か ら常 磐 洲1 合 ま で の 北 緯 35
”− 3s

°
．

東 経 141
°
30
’・一・146

°
で 囲 まれ る海 域 に 南 北 ノ丿向 に 6 本 の

調 杳 ラ イ ン を設 定 し．各調 査 ラ イ ン ．ヒに緯 度 20糊 隔 で

調 査定 点 を 配 置 した 〔Fig．1〕。な お ，各年の 調 査 実 施

点 数 は 調 査 時 の 気 象 条 件 に よ っ て 異 な り ，1994f 「．は

St．50 を除 く St．1〜55 まで の 54，点，1995年 は St．20 を

除 く St，1〜37 まで の 36 点，1996 年 は St30 ，　31，　36，　44，

49 を 除 く St．1〜55 ま で の 48 点 で あ っ た。

　海洋観測 と水域 区 分　各調 査点 に お け る水 温 環境 を把

握 す る た め ，表 面 海 水 の 採水 に よ る 水 温 の 測 定，メ モ

リ
ーSTD を 用い た 水深 300　m 主で の 水温 の 測定 を 行一

♪

た。調査海域内の 水域区分は，観測 し た 水深 100m お

よ び 2〔〕Om の 水 温 を 用 い ．横内 ら
11t・16：1

を 参考 に ，次 に

示 す 4 水 域 に 区 分 し た、黒潮水 域 （Kuroshio　area 　

’
） は

黒 潮 流 軸 （200m 深 水温 14℃ で 指 標） 以南 の 海域。親

潮 水 域 （Oyashio　areaM ま100　m 深 水 温 5℃ 線で 囲 まれ，

周辺 よ りも冷た い 海域。黒潮水域 と親潮水域の 間の 水域

は 10〔｝ln 深水 温 を 用 い て ，10℃ 未満 を 冷水域 ／／　Cold

water 　area ），10℃ 以 上 を 暖 水 域 〔W とlrm 　water 　area ）

と して 区 分 した u

　 イ 力類幼 体採集方法 　移 彳コ域 周辺 海域 て 調査を 行 っ た

Okutani121／は，マ 1レチ A ネ ソ トの 表層曳 き に よ る採集結

果 か ら，ス ル メ イカ 幼 体が 日 周鉛 直 移動 を徇 い，夜間は

表 層 域 に 多 く出 現 す る こ とを指 摘 し て い る。そ の た め ，

本 研 究 で は ス ル メ イカ の 日 周鉛 直 移動 に よ る 影 響を 少 な

くす るた め，採集用 ネットの 曳網時間を夜間 （日 没直後

・− H 出直前）に 限定 し．曳網方法 も表層曳き と傾斜曳き

の 2 方 法 を選択 した 。 幼体の 鉛蔭分布様式 は 明 ら か に

され て い な い が，ス ル メ イカ の リン コ トウチ オ ン 幼 生 な

らび に未 成 体〜成 体の 夜 間 の 遊泳層の 観察結果で は，い

ず れ も 100m 以 浅 に 分 布 して い た。17・ls1 そ の た め傾 斜曳

き の 最 ノ、水 深 は 100m に 設 定 し た 。使 用 し た ネ ・ソ ト

は，口 径 2m ，ネ ッ ト形 状 が 冂 筒 円錐型 の リ ン グ ネ ッ ト

〔円 筒 部 側 長 32m ，円 錐 部 側 長 4．lm ，網 目 合 い 3

mm ） で あ る 。 表 層 曳 きは 船 速 3 ノ ッ ト，曳網時 間 15

分 で 設 定 し，曳 網 中 は L「輪 の 直 径 の 約 2i？， が 水 面
一
トに

あ る よ うに 曳索 の 長 さを調 整 した、、表 層 曳 きで の 濾 水量

は ，海面
一
トに あ る ネ ソ ト開 冂 部 面 積 〔直 径 の 2〆3 が常

N
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移 行 域 に お け る ス ル メ イカ 幼 体の 丿布 25

に 海而下 に cth ⊃ と 仮 と 1 に ，船 速 か L， J［目 し た 嗄網 距 離

を 禾す る こ と て 。十算 し た。傾斜曳 1’1よ海チ而 小 L 曳網 ど

開 始 L．，最大 到 達 水 深 〃
・100m に 遥 」

．
る よ う に 船速 お

よ J ノイ ヤ
ー
傾角を 調監 し て 曳網 し ．。 ブイ ヤ

ー一
の “k　1）

出 し，七 き取 つ ス ピー1は 平均 0．5m 〆s 薫 臼 ，た。傾斜

1更き c ）tleオく量li，　 1・・ソ　ト｛一月又リf寸1．｝．　f　PH水言1，b・Lう言十算
’二匸｝

　サ ン プル 処理 とデータ解析　 f 州 決 抓 集 L．た1脳 は，

10％ 海水 ホ ル マ リ ン て 固 定 し ’
後，研 究 至 に 持 ，帰

り．試料の ソ ー
テ ィ ン 7 な ・ 〕 こ種 査 定 ．・r 彳亅　 て ス ル メ

イカ ブ 選別 した 。採 耳 した ／ ・レ メ イ カ 幼 体は 調 合地 点 別

，　　　〕 　　．L曳劉1プラ法 男rlに Fl凌A ［’，　 1　！k」畫　う・  　11n ！S 凌）／二　／

の
它

度 t．「1自 L た Di た ，外套 rV 長 t、1mm 単 位 て 測 定

した 。　各詞．合点 に iけ る 分布密 」 ぱ ．融露［r11〔10 × 10

m2 〕 か 1
っ 水床 100m まて の ノlil内 ・ 10，000m3 ：1 に 存在

す る ス ル メ イ ］J ）個材救
「一し

．
表 L た 。 木研 先、；使日阻 ．

メニ」ヒ光丸
，
k　fip手手［Lき

」．
彳〕　）↓昜E「，　／　ノ

1
∫ユ

ー
；こ よ o 　f　ソ

トの 破 偵 ご 防 ぐた い 　1殳入曲 後 と回 収 曲 前は穿 速 を 冶 ヒ

1．　船 を大 き く加．　ilP「させ，曳
・S ）繰 リH」r し ．∫ユ　♪畚 ．．−L

げ の フ ご一・1 恕 一Lげ
’
（い る D そ ）f ），、毎表 囲 こ近 い 部

分 の 抹 集 効 ＋ t汰 き く低 ドして い る   考 え　 れ る、、そ こ

『
　　　ガ（tイ　1　「1ユ 主丿‘曳　まナ 居 1玉とき‘）flLi　i：亅羽し、，　オ丶ご末　1〜10（）

m は 斜 め 曳 き 丿値 广 用 い ，（1）式 に よ ）分 布髷世 引 冖

した D

　 　Dt 二100 × 「1）s ＋ 99 × ヱ丿θ）　　　　　　　　　　　　　　 〔1

　1）t ： 調 査 地 点・り！ffi表 而
一・一水 沫 100　m ｛

’．の ノ 布宵 鹿

　 　 　 〔個 体 10，000m ．・
丿

　1）S　 ：フ
ー
層曳 L て待 ，れ か 劑 殴 〔個 M 〆n1 り

　Do ：傾fj’1戛き て f寸 L ）れ ノ　尸ll蔓　（個付・、Il1 ）

　分 布 様 式 の 解 析　 ス ル メ イカ 幼 体 の か布様 式 ヒ水 温 と

の 対 垢 は ，曳網 乳 行 、た オく1イ ノ
to 〜100m で あ

尸
こ とか

L ，表面 水 ‘
H 、」：レ〕 に 10〔〕ln 深 水 ‘

H
を 1）ミII肯 ヒ し て ，

以 後の 剛析 に 用 い た。幼 fl
．
）分布 浮阪 と ，J 皿 と の 関係

は，チ l！［1戯 、 こ 100ml 肩 く温 ご とに．　 L．1〕氏
『
L 算出 さ

れ た 分布密度 ）累積如度分布 図 プ
．P
作成 L．て 比暇 し た 。

100m ，2〔〕O　ln 深水温 り ，区分 し た 水域間 に お け る IJJ体
．
）分布 の 比較 に は，（1）式 を用 い て 算出 し た 分布密 L 点

各オ（域
fir
ノに 集　十L，　rvrann−Wihitney倹定 に ．k り杉こ1走 ｛t

’
fi
’

　 〆［ D

結 果

　海 況 　Fig，2 に 凋 査 毋 域 に お け
’
．J　lOOm 床 水 ieと 各

，1・（tlk
．
川く半 分布 を示 Lた

。 調 査 碍 桟 の 水 血 分 布 は，粍 年

変化 が 大 き ）ノ
・）た 。1994　

’：1 よ東 経 142−一　143
°
に tJt け て

水 温 フ ロ ン トか 形成 さ れ，北緯 36
°
以 北の 海域

’
丶は 親潮

IJ 域 ，昂 水域 刀 卓越 し，3b 以 南 C は 暖 水 域，黒潮 取域

う広 か っ て い た （Fig．2〔A
’

）、，．方 ，1・1，1
°
IJ束 て ば 陵 水

域 ／vL くく調 蒼 1毎域 を 被 い ，水 温 傾 斜 も緩　 丿 に な ．て い

N
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Fig ．　2．　 IIエ〕rizonLal 　dTsLnbutio・10f 　wa 〔e1
’
〔empera 亡ure　 C）

　 aL 　lOO　m 　depth とLnd 　diagnostic　hydrographic 　pattel
’
111 ，

　 Oa，　Oyashiエ） ar 〔　　
’

≧

一
℃ ≡it　lOO　nl 　depLh）：Ca，　Cold

　 lvater 　arca 　r
「−1〔）

’
C　at　1〔｝O　n ヨ　dcptl　　　W 　1、“ Tarn

ユ　、　aLer

　 area 　〔≡ ／0
’．C　at 　lO〔｝nl 　deptl1、　、11Cnt 　

／0〔｝【n 　depU1ノ：

　 Ka，　Kuroshio　area ：≧ 14　C　 at　200　m 　dept｝lt

た ，、」匕緯 36・L37
°
，　東系　145

°
尺］辺 に は 1令水 jl乂丿 有 在 L．

て い た 。1995 年は 東経 143°以 西 の 調査うな く，こ の 海

1戈の θ辜爵環境 は フTK　UJ∫
『
〔1， ） る c 　薫経 ユ43　以 東 の ぜ毎f兄1よ

1994年 とt以ノこ傾 」司t ノ∫丶L ，　fif，，l　t曳ノ 12　範囲 1二瑳1 丿　〕，

中’d・（二冷 水域，丿 存在 して い た 　〔Fig．2（B の。　水 温傾 亅Lは

緩　
b カ・

『
〔ち ウ，　オq 　　7 ロ ン　．・、→　刃 め レ丿 才／な L ・。　

一・
プ〕，

1996 拜 ば 1994，1995 勾 とは 大 ≧ く
田

’．∫ り，水 温 フ LI

ン 1・　，i 秉西 丿∫向 に 艮 く形 成 貅 Lて い た 〔Fig．2 〔C11 ．支

た，暖 水域
ド
）分布 位 囲 力 人 き く減 少 し，代 わって 景、潮 水

域，冷 水 域 の 軛 国ゴ刊 」 大 ［　 い た U

　外套背長組 成　Fig．3 に 拝集 さ れ
’
ニス ン メ イカ Fii　ffの

外玄背長絹成を示 した 。ア 厂レメ イ カ の 外套背長 の 範囲ば

5− 35mln で あ ，た、各 中の 外玄背長モ ー 1 は，1994

年 ）J　91皿 m ，　1995 ＃ ，丿　12111111，　1996 年 ，丿　11mln −t’』
鵜

り ．年に よ り 大 き くff　．る．二 とに、／ ／J ・一．） た。各 † と も外
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套 背長 7〜151nm の 個 体 の 頻 度 が 高 く，7nlm 以 トお よ

び 16mrn 以 Hの 個 体 は 少 放 で あ 一った。

水平分布様式 　Fig．4 に 各イ1の ス ル メ イカ幼 体 の 水 平

分 布状 況 を示 し た 。 幼 体 が採 集 さ れた 調 査 地 点 は，各年

と も 100m 深 水 温 10℃ 以 卜，2001n 深 水 温 14℃ 以
．
ト

で指 慓 され る暖 水 域 内 が 多 かった 。
1994 年 は 143

°
E 以

西 で の 幼 体 の 分 布は 少 な く，144CE 以 東に 多 く分布 して

い た 〔Fig．4 （A ））。幼 体の 出 現 は ほ ぼ 暖 水 域 に 限 定 さ

れ，特 に冷水 域 との フ ロ ン ト部 が 多 か っ 鵡 ，分布密度は

O．O・一・43．J「 個 体noooo 　mi
／，，平 均 2．6 個 体 10000　m

／i
で あ

っ た 。1995 年 は 調 査 海 域 の 大 部 分 が 暖水 域 で 占 め ら

れ ，幼 体の 採 集地 点 も こ の 水 域 内 に 限定 さ れ て い た

（Fig．4（B ））。1994 年 とは 異 な ；〕冷水 域 との フ ロ ン ト部

で の 分布 は 少 な く，北緯 36°以 南に 広 く分散 して い た。

分布密 度 も 0．0へ9．0 個体
’
　10000　m3 ，平 均 1．1 個体 1

10000　m ，s
で あ り，全体的 に 低 密度 で あ った 。 1996年

も，幼体 は暖 水 域 を 中心 に 黒潮水 域 お よび 冷水域 との フ

ロ ン ト周 辺 部 に 多 く分 布 して い た が，暖 水域 が 冷 水域 お

よ び黒潮水 域 に 挟 まれ その 領域が 帯状 に狭 ま っ て い るた

め ，ス ル メ イ カ 幼体 の 分布範囲は 94，95 年 と比較 し て

狭 い 範 囲 に 限 定 さ れ て い た （F｛g．4 〔C））。しか し，94，

95 年 とは 異 な り，黒 潮 水域 や 冷 水域 に も幼 体 の 分 布 が

見 ら れ ，10 個 体 110000m9 以 上 の 高 い 密 度 も あ 一
♪ た 。

分布密度 は 0，0〜19，6 個 体
1．10000 　mi

｛，平 均 1，7 個 体 1
10000m ご1

で あ っ た。

水域 別 分 布 様 式 　Fig．4 で 小 した ．ltうに ，ス ル メ イカ

38

37

36

35

　 　 141142143144145146E

Fig．4．　HorizonLal　 distributi〔m 　of 　 Japanese　common

　 sqしlid　juven丑es　and 　lour　waLer 　areas 、「：Oa、　Cu，、Va　and

　 Ka ： see 　 Lhe 　capLion 〔）f　Fig．2 ）

幼 体の 分 布域 は 各年 と も暖 水域 を 巾 心 に 形 成 さ れ，その

他 の 水 域 で は 1996 年 を 除 い て あ ま り 認 め ら れ な か っ

た、そ こ で ，Table　1 に 各水域毎 に 集計 した ス ル メ イ カ

幼体の 平均採集密度 とそ の 標準偏差を 小 した。調 査 を 行

り た 各年 と も，暖水域で の 分布密度は 他の 水域 よ り も 人

き く，そ の 傾向 は 1994，1995 年 で 顕著 で あ っ た が ，
1996 年 に つ い て も暖 水 域 で の 分布密度 は 親 潮 水 域 の

2．2 倍，黒 潮水 域 の 2，8倍 で あ一．、た、調 査 を 行 った 3 年

間 を集計す る と，暖 水 域 に お け る分 布密 度 は 他 水 域 の

3．1− 28，0 倍で あ っ た 。調 査 数 が 少 な い 水 域 もあ る た

め ，暖 水域 とそ れ 以 外の 水 域 に 2 分 し．Mann −Whitney

検 定 を用 い て 水 域 弟 の 検 定 を 行 っ た 結 果，暖 水 域 で の 幼

体分布密度は 他 水 域 よ り 有意 に 高い こ と が 示 さ れ た 〔Z

＝4．54 ，　P ＜ 0．01〕。

分 布 と水 温 の 関 係 　 水 温 と幼 体 の 分布 の 関 係 を 明 ら か

N 工工
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Fig ．5．　Cumulative 　fre［IIIel／ c　s 　of 　thc　dLsity 　 〔，f

　 Japanese　 coll11110n　 squid 　juvenile　fc〕r　two　 slzc 　 clas、es

　 alld 　c し11nul 、仁　efrequency 　of 　observed 　v
『
t ’r　t　rnpertt −

　 tur　 lsurface 〔A）and 　 at 　IOO　m 　 dcpth 〔B 　 Thick

　 solid 　 lin　 Eor≧ 10　mm 　 d（）rsal 　 mantle 　lengLh；d〔冫しLed

　 line　for　　LOIIIn／dorsa且1nantle 且ength ；tllin　 solid 　lilie

　 for　water 　t　nlpera 亡ure ．

に す る た
t

〕，Fig．5 に ナ 「fl　Yl　tm お kび 10〔hn 深 水 漏 別

の ス ル メ イカ幼 体分 布宕 度 と調 杳地 t 数の 一r 積頻」 分布

｛1
’
示 した。外套背長 の 茎い に ∴ る分 布様式の 差 じ 比市くす

るた の ，幼 体 ayzs 布宮 度 を 外 套背 長 10　mm を 境 に 大小

2 群 「 分 離 して 解析 f 彳D た。調 査 地．e奴の 累積 碩 ト
又 ｝

ilは 　n周杳ltL［点 が と の 水 1 ’吊に 配 胃 x れ て い f，二か ゴ 示 す

指 標
ぱ

あ り，分布 判 芝の 累 積 頃侵 か諭 は ’の 水 温 巾 　
’
多

く分 布 して い た カ r 示 す 指 標 とな る 。 その た
’5，累 積 粕

度 分布 の
一

致 ，不
一
敏 の 什 度 は，ス ル メ イ カ 幼 休 に よ る

水 1 の 選 ‡厂「［f 示 し，小
一一・

致の a，．1． ，） 人 きい ；諏 選択
・
「生

が 強 い と考 え レ冫れ る。表面水温 との 比 較 瓦 は，凋 A 地 尸

と幼 体 の 甲憤頻 度 ノ♪布〔．は 1「）　 ／） ） れ ，幼 イイの 分 布 は

1｛〕〜20℃ の 水 域 に 限
1

）れ て い た。外套〒f長 10mln て 区

分 〔，た 2ZI　L
’
⊥七較 す る と、　 丿型 の

’
，JJ体の jJ丿 よ り f氏い

水 ； 帯 か ．珊 現 し て L る り
・，そ ）差 は 人 き く’

．
、く 1〜2

℃
vrf

　
t

，
．

｝ た 〔Fig．5（A）i、ユ00　m 深 ∫」
H とO 比較て も，

調 査 地 点 と幼体か布富度 ）甼憤知度分布に は差 う　　 ） ・

れ た 〔Fig，5（B ）丿、，　 L、か L、，幼体の 身一恨頻度歩布は 衷 山

水温の 場 合 と異 な り，10℃ 削 後 丿
・レ 急畝 に 増加 し，1・1

℃ ま ＼ ＼ ほ と
’

ビ
．
）個でイ〃 分布 す る 形を 小 し た、、こ つ

こ と カ　） ，幼 休の 分布　規定 す る 要 因 と し て ，」
．
面オ 1

よ ；〕 も 100m 休 水 r　丿Jiが よ り 大 き な 景 膏 L
’
　1， え て い

5 と 考え る こ と 〃 で き る。外 套 背f の T．∫ る 2 群 の 比

軋 天 は，表 面 水 1 に よ る 比較 と「「・・亅様　 友型 個 休 ）i一丿が

；1 り1「」た い 水域，丿・ ら 出J見し，＃11二 10℃ 以下 い ま小 塑 個

休の 出珥 よ6心 め ．）れ 弦 ，ル ．・た 。 し 丿
・し，全 体 的 に は 水 温

に よ る分布の 差 は 小 、．きヵ ・ た 。

考 察

　ス ル メ イ 力幼 体の 水平 分 布 様 式 　 ノ！、品 丿　 匡 分 L．た 4

水 域 間 の 比 甲　 は，フ ル メ イカ 幼 体 C 」♪布域 は暖 水 域 を

中 心 に 形 成 ざれ て い た （Fig．4 〕。ま た，10〔l　m 深 水 温

で Lヒ較 一5
．
る と，∠Lfイ 丶は 3− 18℃ と1 範 ［f目に Jat

’
して

い た ，丿 ，Il「心 1よ 10− 13℃ に の
〔ラ，狭 い 水 温 帯 に ラ丿 布が

隼 中 す る 傾 向 が あ っ た 〔Fig．5 （B ））レし か し，1996 イ1．

の よ う に親 潮水 域 や 黒 潮水 域 に ．k　
一一

Jt体 う分 布す る事 例

も壽忍t丿 レ）才
’
lt二 D 　こ び）1996 イ1．ti．）海況 オ　1994，　1995　fgt，と

比 較 す る と，1996 年 1よ幼 体⇔ 主 ｝布水 域 て あ る暖水域

の 占有而 積が 小 さ く・よ り，そ の 他 ）71域創 广 ftして い た

〔Fig．2）。主た，水温 フ ロ ン ト、ノ 東西方向に 長 く形戊 i

れ る ’よ ど，1994，1995 舟 と は 異 な り，複箭、よ沫相 右 示

して い た 。こ の 複雑 な 水 温 構 ！ とそ れ を 派 牛 　せ た 海流

変 動 に よ り，幼 体 の ∂
’
布 t戈” 他 の 水 域 に y．一L 匡 丿 ，た と

考
』
．1

⊃れ る。

　調 盗 地 点 別 の 幼 体 の 分 布密度 tO ・43．5 個 休 10000

m3 　 あ り，採集地 点の 多 くは 10 個 体
’100 〔〕Oml 以 下 で

あ 一た 〔Fig．4）。幼材a
．
分布 h 集 「

．
1
．
TL

一
い た 暖 水 域 ［

JJ

て も分 布 密 「芝は 人 k く変 化 し，局 所 白丿に 高 密 度 に な る地
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点刀 存在 した 。 £ た ， 丿 布 水温 と外套 背長 組 成 の 間 に は

明勝 な 関係 は認 め   れ ず （Fig．5），幼ft・　JJ 嘆長 に 伴 い

ノ♪布水 域 を 冷水域 に 移 して L く過程 は あ よ り認 プ れ な

）y った。以一ヒの 結果か ら，本凋査 て 主 に 採集され た 外套

背長 10mm 前後の 幼体 曳 は ，ま だ 配動的 に 舅群 ・移 動

す る ま て の 遊泳 力 きゴ蠖付 し て お り ず，海 〃r〆 の 初理 的要

囚 に よって 各個 体ズ 受動 的 に 申rp亅送 ・拡散 さ れ て い る と考

え ら れ る、、一部 の 月査 地 点 て 幼 体 が高寉1履 に 分布 す ⇔ 地

点 もあ 　1、 ，こ れ ば暖 水 舌や 冷 水 1
’咼鬥辺の 7 ロ ン ：

・な ど

）よ う に ，物理 的 溲 因に よって 幼体が隼群 され た 糸
1
早 と

ちえ レ れ る 。 こ れ らの 例 は，早副 円辺 域 で は動物 プ ラ ン

〃 ト ン や カ タ ク チ イ ワ シ 仔 稚 魚 な ど で 繰 告 　 の

り］fl−21
　 イ カ類 稚 仔 て は メキ シ コ 1弓流 月 辺 域 で カ ナ ダ

イ ン ッ ク ス 〔l！！e．x　illec’ebr θsus
’
〕 じり例 力 報告 ≦れ て い

一
f♪。22

　 ス ル メ イ カの 生 活 史 初 期 に お け る 黒潮親潮移行 域の 重

要 性 　木 邦 太 平 洋 伯 厂 域 に 来 JJ」tす る ス ル メ イカ は，冬季

に 東 シ ナ海北部
一中 「儿1部 で 産 出 茎れ た集 団 ，丿・主 fイ であ

り，黒 潮 に よって 春季 に は 北 友海域 に 移 逆 され る 。

1〜 D

産”1物 域 け卵　未 抹 集 の プ め 確 認 され て い 、1：い が，卵r化

直 後 と考 え られ る幼 十の 分 布 か ・，東 シ ナ 海 ）甼 団 本流

∫父に隣接 した 中 田 側阡 棚 の 暖 水 域 て あ る と考 え 身れ て い

る♂
7・23β41

産卵｛毎士艾か
1

，黒潮 に よ・イ
移送 さ れ る本 邦南

西 でh   域で も，ス ル メ イカ幼 1任仔は 黒潮フ ロ ン ト周辺 部

に 多 くノJ
’
布 して い た 、、LI そ L て ，≠ 潮 イ見潮 移 行 域 に お け

る ス ル メ イカ 幼 材 も焦 ，軌 い ．派 生 す る暖 ガ（域 を巾心 に 分

布 して い た （Fig．4）。以 Hり 二 と 」／ ．，ス ル メ イカ ）

稚 仔＃”　，b ら 幼 体期 に f 厂 生 息域 は 黒 副 r’よ び そ れ に イ・」

随 弓
．
る［暖水域 を中心 にπ 戊 され，こ の 水域 に お げ る物王甲

的 ・生物的鐸境 要因力 そ の 資竚夏動1 人き・よ影響 じ 与 え

て い ◇ と 弓え る事，り出来 o 。

　抹集され た ス ル メ イ カ ）外套背長 は 5〜35mm 薫 あ

り，101nm 前後の 個体，b主 体で あ ・た 〔Fig．3〕。甲 団

親潮移行域 周辺
一
「
．
）ス ル メ イ カ 幼 体の 食性 に 関 す る研 介

例は な い が ，II本 〜毎西 南 f毋域
げ

食性 に 関 ナ る研究 を 行っ

た 浜 部 丿
2
一

に よ る と，外套背長 うU 〜5cm の 幼体は 端

脚類 や ア ミ 須，工 L ・カ ニ 類 り幼 t’［よ と動 物 プ ァ ン ク ト

ン を ↑体に 捕食 し，外套背長 力 大 き くな るに 従　て ，よ

り大 型 ）イカ類 　 魚類 な どを捕 食 して い た 。 kた ，ス ル

ん イカ には 持別 な 餌選 折 性 よな く，量 ，質 と もに分 布 水

域 の 餌料生物り か布壮 況 声 反映 して い る と考 二 られ て い

る こ とカ ） ，L
’fi・27

黒潮視潮移わ域び）ス ル メ イカ 幼俳 丶動

物 ノ 7 ン ク トン を ］二に 捕食 して い ・o と考 え られ る 。

　 焦 潮親 潮移 行 域 尸1辺 『
c の 動 物 プ ラ ン ノ トン 現 存 量 は親

副 水域 か最 も 多 く，混 合域 〔本研 虎 に 。5 け る冷水 域 と暖

水 域〕，黒潮水域 の lr偵て 現存 量 は 減少 し，各ぜ房域 と も 5

月 を 中心 と した’kc．．．初 夏に か け て 現 存 量 が最 大 に な 5 と

報告 され て い る。2・〜
分布 す る 動物 プ ラ ン ク トン の サ イ

ノ を比 校す る と，親 潮 水坂
厂

土大 型種，り多 く，集、潮 取域

て は小 型 陲が 多 く，llL 合域 て，．L大 型 種 と小 型 種 の 両 方が

出現 して い た。
．．

つ 主 り，ノ し メ イカ幼 体 が分 布 す る 紀

合域は 多様 1†り 向 く，⊥物量 の 臀 富な 動 物 プ ラ ン ク トン

併 集 を有 す る こ とに ：る。戊爿 と と も，1 餌 生 物 の 伸 煩 二
・

大 きさ 力 変化 す 」 こ とは，日本 占「辺 海 岐 で は ヤ リ ノ カ

（五顧 go 痂 ρ伽 の ’よど て 級 告 力 あ り，　Jl 〕．ま た，他 の ア カ

イ ソノ利
．
イ カ 煩 て は オ

ー
ス ト ノ リ ア ス ル メ イ カ

（　Aroto　todtu’tfs　gioet　idi）や ヨ
ー一

ロ
ヅ

パ ス ル メ イカ CTOda−

v’odes 　sct．gittaltts．な
［

L 最 1．　　 る。3B 〜

生 息 水 域 に お

け
．
る 個伝の 成長段1；福こ応 した 適lx よ 1〈きさ

．
）餌

ノ

団 ッの 存

祖 　　們体の 成長 ・生残 に と っ て 必 唄 条件に Jrる と考え

ら れ る事 b レ），多様「⊥ ）高 い 動物プ ラ ン ノ トン 群集を 有

す る黒 潮 視潮移 r∫域 ド1辺 海 域 は ，カ レ メ イカ の 幼 fイ期 に

才
‘1
．
る ｛ O域 と し て 非常 に 好道 瓢 耻署竟を有 して い る と

一　　　　プ」1A ．　 ，〕o

　 冬李 に 九 1「「南 西 1好域て 産 出 さ れ 　 ス ル メ イカ は ，受動

的輸送 に よ り春李 し は 黒潮現醐 移行域円辺 ｛ 弧 よれ る．

移行域 周辺の 動初 プ ラ ン ク
tt

ン 児存昂凶 取人に な る つ は

春李 で あ り，／．Jレメ イカの 北一L期 と餌生物 ⇔ 増 た期 は
一

致 す る こ とに な るロつ ま り，太 十 で臼母 域に お け る ノ ル X

イカ は，その 海域 の 極 r力 を 最 も有効，后用 す る 繁殖戦

略 を選 択 して い る と言 ∠．る。しか し，海侃 環境等 の 夊化

匚 よ り，親 潮 水 域 1・黒 潮水 域 に 輸 送，保持 され た場 合，

低 水 1 も し くは 高 オ 尸 に kる代謝 劉．常 ，適 切 な食昭 初の

小 足 に よる飢 餓 な ど，幼 体 の 生残 う芒 化 す る 冂晴匕 「⊥力高

くな る と 考え レ）れ ∂ 。 以 上 の 一とか L
っ ，黒潮に よ る 斤 卵

detk丿・ら 成 育 に 適 し た 黒 i‡胖見潮移 1∫域 へ の 車ll・1送 と保持

アノ ，ス ル メ イ カの 初期 生 残 でノ定 の 重要 t 要 素 に なって い

る と考 え ）れ る。
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